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１. 本会議の位置づけ
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河川整備計画の点検イメージ

 原則として、河川整備計画の点検（レビュー）は毎年開催。
 再評価を受ける５年に一回の年は、全項目を点検報告。
 そのほかの年（４回）は、現場視察と事業の進捗状況、トピックス等を報告。

平成30年度：

本年度：

令和2年度：

令和3年度：

令和4年度：

令和5年度：

１．流域の社会情勢の変化
・土地利用の変化
・人工・資産の変化
・近年の災害発生の状況等

２．地域の意向
・地域の要望事項等

３．事業の進捗状況
・事業完了箇所
・事業中箇所の進捗状況等

４．事業進捗の見通し
・当面の段階的整備の予定等

５．河川整備に関する新たな視点
・水防災意識社会再構築ビジョン
・地震・津波対策等

６．点検結果
・点検結果まとめ
・今後の進め方

A
B

A

B

A

B

B

A

B

B

※初年度のため、全項目を点検（費用対効果分析を除く）
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２. 前回のご指摘と対応
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（１） 前回までの委員会における主な指摘事項とその対応

No. 分類 意見内容 対応

1 環境
周辺の神社等の歴史性の施設と安倍川の具体的な関わり（※祀られているものや祭事等）につ
いても触れて頂きたい。

本資料P.6参照

2 環境 護岸工事の際に、川を直線的にするのではなく、水制を施工するなど多様性をもたせた方が良い。本資料P.7参照

3 環境 工事実施後、ある程度自然に近い状態となるまでどの程度時間を要するのか記録して欲しい。 本資料P.8参照

4 治水

・近年の温暖化の影響や豪雨の発生状況から、全国的にどのような考え方で対応を進めて
いくか課題となっており、現在、検討が途中の段階である。安倍川においては、現段階で
は整備計画の目標を変更する事象が発生していないが、全国的な動きは注視していく必要
がある。
・観測史上最大を更新した観測所の分布は2012年以降の限られたデータとなっている。将
来条件で数値シミュレーション予測した場合、静岡県も間違いなく増えることが予測され
る。
・静岡県の降雨の傾向については、検討に入れた方が良い。

本資料P.9,10参照

5 環境

・河川水辺の国勢調査を実施しているが、計画の中に出てこない。自然再生についても河
川水辺の国勢調査との関係が何もない。環境整備計画に生かされていないのでは。
・河川整備計画策定時に、河川環境情報図を作成している。策定以降、河川水辺の国勢調
査が実施されているため、策定時と比較できるように新たに作成すると良い。普通の草原
に繁茂していないような堤防上の植生を保全していくことを計画できる。

本資料P.11参照。

6 治水
河道内の土砂堆積が心配される。過去30年間みていて、河床が上昇している。河積断面の
確保は、河床上昇と整合した堤防改築補強がされているのか？

本資料P.12参照。

7 利水・環境

瀬切れは水生動植物が死滅するため、濁水よりも一番環境に悪いと思う。安倍川団地から
試験場のあたりが瀬切れの常襲地帯となっており、水道水の取水場があるため最後にそこ
で引っ張られて中に入っていってしまう。また牛妻も工業用水と水道水の取水場がある。
静岡市民が全部飲んでしまう。工業用水も水道水も伏流水で、表流水はさわっていないか
ら関係ないというのは行政側としてはおかしい。

本資料P.13参照。
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（２） 指摘に対する対応状況

 周辺の神社等の歴史性の施設と安倍川の具体的な関わり（※祀られているものや祭事等）についても触れて頂きたい。

指摘内容①

対応状況①

 安倍川流域にある41社もの白髭神社の多くは、江戸時代中期から末期において甚大な水害や土砂災害が多く発生したことにより、災厄から人
命や土地、家屋・田畑を護ってくれる神として、猿田彦命を積極的に勧請して祀ったものと考えられている。

 川除け地蔵尊（水神様）への信仰もまた、安倍川の水難を恐れ、水害から守ってもらう地域住民の願いが地蔵信仰に込められている。

 現在では祭礼として、有東木にある「白髭神社の神楽」（静岡市指定無形民俗文化財）や平野の「白髭神社閏年例大祭」では舞や神楽等が奉納
され、安西五丁目の川除け延命地蔵尊では地蔵尊祭典が100年以上にわたって行われている。

図 安倍川水系の白髭神社の分布図 図 安倍川水系の川除け（小川）地蔵・水神様の分布図

安倍川 白髭神社（有東木）の神楽

安倍川 白髭神社（平野）
閏年例大祭 安倍川 安西五丁目の

川除け延命地蔵尊

100年以上続けられている地蔵尊祭典

安倍川 弥勒の水神社

藁科川 白髭神社（日向）
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図 河岸防護施設配置案

出典：第1回 安倍川総合土砂管理計画フォローアップ委員会・作業部会

（２） 指摘に対する対応状況

 護岸工事の際に、川を直線的にするのではなく、水制を施工するなど多様性をもたせた方が良い。

指摘内容②

対応状況②

 安倍川の河岸防護対策は、これまで整備してきた水制を施工していく他、対策必要箇所の特性に応じて、巨石付き盛土砂州を施工することによ
り、自然性の高い河岸・水際環境を創出していく予定である。

 

巨石付き盛土砂州

護岸

砂州

施工前の流路

護岸

砂州

巨石付き盛土砂州

砂州

設置間隔（主流線の蛇行長の半分程度） 

左右岸一対として配置 

図 巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工のイメージ

巨石付き盛土砂州を用いた工法の特長

巨石付き盛土砂州を用いた河川防護工とは

巨石付き盛土砂州による河岸防護工は、巨石や

土砂などの河川材料を用いて河岸側へ配置し、低

水護岸と一体となって洗掘や侵食から河岸を守り

つつ水制のように中小洪水の流れを滑らかに河

道中央に誘導し、河川になじみながら防護する新

しい工法です。

図 出水時の巨石付き盛土砂州周辺の状況

◆河岸際の澪筋を滑らかに河道の中央へ導く

急流河川における複列砂州河道では河岸に澪筋が集中し、
河岸の洗掘等を受け、高水敷や堤防が横断方向に侵食され
る恐れがあります。

これに対し本工法は河岸を防護して自然砂州の持つ治水
面の機能を復元、群体として連続する低い水制のような機能
を有し、滑らかに流れを中央側へ導きます。

◆維持管理と環境面での効果
○巨石と土砂を使用した群体構造のため、ある程度の変形

を許容することから河岸洗掘に追随し河岸防護効果が長
く見込むことができる。

○巨石や土砂など河川材料を使うことにより、治水面に加え、
自然性の高い河岸・水際環境を創出し、環境面での効果
も期待できる。
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（２） 指摘に対する対応状況

 工事実施後、ある程度自然に近い状態となるまでどの程度時間を要するのか記録して欲しい。

指摘内容③

対応状況③

 約0.75k～1.25k付近における低水護岸施工箇所周辺に水の流れがあり、施工後はある程度自然に近い状態に戻っていることが確認されている。
 施工完了後から、自然の状態に戻るまでの具体的な時間については今後のモニタリングにより調査していく。

安倍川

整備前

安倍川

整備中

安倍川
安倍川

現在

約1年後

8ヵ月後

約4年後

H25.3撮影 H26.2撮影

H30.11撮影H26.10撮影

整備直後

1.25k 1.25k

1.25k 1.25k
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（２） 指摘に対する対応状況

 近年の温暖化の影響や豪雨の発生状況から、全国的にどのような考え方で対応を進めていくか課題となっており、現在、検討が途中の段階で
ある。安倍川においては、現段階では整備計画の目標を変更する事象が発生していないが、全国的な動きは注視していく必要がある。

指摘内容④

対応状況④

 近年、時間雨量100mmを超える降雨の回数が増加し、水害
が発生。

 平成30年7月豪雨では、西日本全体に長時間にわたる降雨
により被害が広域に多発。

 近年では、毎年のように全国各地で水害が頻発し、甚大な被
害が発生。

 これまで台風の被害が少なかった地域でも発生。

 近年、各地で大水害が発生する中、今後、気候変動の影響
により、さらに降雨量が増加し、水害が頻発化・激甚化するこ
とが懸念されていることから、平成30年4月に、有識者からな

る「気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会」を設置
し、気候変動を踏まえた治水計画の前提となる外力の設定
手法や、気候変動を踏まえた治水計画に見直す手法等につ
いて検討を行われてきた。

■岡山県倉敷市真備町の浸水及び
排水状況（平成30年7月豪雨）

出典：「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言
参考資料（令和元年10月）

1時間降水量100mm以上の年間発生件数
（アメダス1,000地点あたり）

出典：治水事業を取り巻く現状と課題 平成３０年１０月２４日 国土交通省 水管理・国土保全局

【平成30年7月豪雨】
主な被害河川：小田川（国） 等

【平成30年第台風21号】

【平成29年7月九州北部豪雨】
主な被害河川：赤谷川（県） 等

【平成24年7月九州北部豪雨】
主な被害河川：白川（県） 等

【平成25年9月台風第18号】

【平成27年9月関東･東北豪雨】
主な被害河川：鬼怒川（国） 等

【平成28年台風第7･9･10･11号】

【平成28年8月台風第10号】

【平成23年7月新潟･福島豪雨】
主な被害河川：五十嵐川（県） 等

【平成23年8月台風第12号・
平成29年台風第21号】

【平成29年7月,8月の大雨】
主な被害河川：雄物川（国） 等

【凡例】
：平成30年度
：平成29年度
：平成28年度以前

出典：治水事業を取り巻く現状と課題
平成３０年１０月２４日 国土交通省 水管理・国土保全局

■近年、全国各地で水害が発生

■近年、水害が激甚化・頻発化

委員名簿

天野 邦彦 国土技術政策総合研究所 研究総務官

池内 幸司 東京大学大学院工学系研究科 教授

大原 美保
(国研)土木研究所水災害・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ国際センター

水災害研究グループ主任研究員

◎小池 俊雄 (国研)土木研究所水災害・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ国際センター長

小林 潔司 京都大学経営管理大学院 特任教授

清水 康行 北海道大学大学院工学研究院 教授

清水 義彦 群馬大学大学院理工学府 教授

高薮 出 気象研究所 研究総務官

戸田 祐嗣 名古屋大学大学院工学研究科 教授

中北 英一 京都大学防災研究所 教授

平林 由希子 芝浦工業大学 工学部土木工学科 教授

矢野 真一郎 九州大学工学研究院 教授

山田 朋人 北海道大学大学院工学研究院 准教授

◎：座長（敬称略、五十音順） 9
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（２） 指摘に対する対応状況

 近年の温暖化の影響や豪雨の発生状況から、全国的にどのような考え方で対応を進めていくか課題となっており、現在、検討が途中の段階で
ある。安倍川においては、現段階では整備計画の目標を変更する事象が発生していないが、全国的な動きは注視していく必要がある。

指摘内容④

対応状況④

 令和元年10月に、検討会において

「気候変動を踏まえた治水計画のあ
り方 提言」がとりまとめられた。

 提言では、

・気候変動により、降雨量がどの程度
増加するか

・治水計画の立案にあたり、「実績の降

雨を活用した手法」から「気候変動により
予測される将来の降雨を活用する手法」
に転換すること

・気候変動が進んでも治水安全度が確

保できるよう、降雨量の増加を踏まえて、
河川 整備計画の目標流量の引上げや
対応策の充実を図ること

等が示されている。

 安倍川流域の将来の降雨量の変化
倍率は、ＲＣＰ2.6（２℃上昇相当）を想

定した、将来の降雨量の変化倍率は
全国平均約1.1倍とされている（ＲＣＰ
8.5（４℃上昇）は1.2倍） 。（暫定値）
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（２） 指摘に対する対応状況

 河川整備計画策定時に、河川環境情報図を作成している。策定以降、河川水辺の国勢調査が実施されているが、環境整備計画に生かされて
いない。

指摘内容⑤
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表 安倍川水系 調査年スケジュール計画表 調査項目ごとの調査実施の頻度
（河川水辺の国勢調査全体計画策定の

手引きH27.4月時点版より）

図 安倍川水系 調査地区位置図

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36

安倍川 静岡河川事務所
0.0～
22.7km

藁科川 静岡河川事務所
0.0～
8.9km

鳥
類
－

河
川
環
境
基
図
作
成
調
査

魚
類
・
底
生
動
物

魚
類
・
底
生
動
物

水
系
名

河川名・
ダム名

管理する
事務所等

管理
区間
(km) H37

5巡目

調査年スケジュール

全
体
調
査
計
画
の
策
定

安
倍
川
水
系

陸
上
昆
虫
類
等

両
生
類
・
爬
虫
類
・
哺
乳
類

－

河
川
環
境
基
図
作
成
調
査
・
植
物

－

調査実施の頻度

5年に１回

5年に１回
5年に１回
10年に１回
10年に１回
10年に１回

河川環境基図作成調査（植生図作成調査、群
落組成調査、植生断面調査、水域調査）

調査項目
魚類調査
底生動物調査
植物調査
鳥類調査

両生類・爬虫類・哺乳類調査
陸上昆虫類等調査 10年に１回

河川水辺の国勢調査の概要

• 「河川水辺の国勢調査」は、全国の一級河川を主な対象として、平成2年度から国土交通省（当時は建
設省）水管理・国土保全局によって開始されている。

• それまでは、河川内の生物相については、ほとんど調査がされていなかった。

• そのため、河川の管理に、生物の生息・生育環境を重視する観点から、河川の自然環境に関する基
礎的情報を把握し、河川の生物の生息・生育状況に係るデ－タについて、定期的・継続的・統一的に
調査を行う「河川水辺の国勢調査」を実施している（調査項目を下表に示す）。

• 調査範囲は、主に全国１０９の一級水系の直轄区間の河川（河川版）及び直轄・水資源機構管理のダ
ム（ダム湖版）を対象としている。

• このような国土全域で継続して30年近く実施しているモニタリング調査は、世界の中で日本だけと言わ
れている。

• 河川環境情報図については随時更新しており、工事着手をする前に貴重種等を確認し、必要に応じて
対応している。



（２） 指摘に対する対応状況

 河道内の土砂堆積が心配される。過去30年間みていて、河床が上昇している。河積断面の確保は、河床上昇と整合した堤防改築補強がされて
いるのか？

指摘内容⑥

対応状況⑥
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確保を目指す事としているが、防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策として今年度は約31万m3の掘削を実施予定
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可能性があるため、時期出水期までに状況を把握予定。
台風第１９号の出水により、さらに河床が上昇している
可能性があるため、時期出水期までに状況を把握予定。
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平年値：H20～29 の平均値
降雨状況

・安倍川における正常流量の検討必要項目は、「動植物の生息または生育」、「観

光（景観）」、「流水の清潔の保持」、「地下水の維持」等が検討必要項目になり、そ

の中で、最大流量となる項目の必要流量で区間別維持流量が設定されている。

・しかし、「動植物の生息または生育からの必要流量」、「漁業」、「地下水位の維持」

については、下表に示す課題がある。

・したがって、正常流量は河川及び流域における諸調査を踏まえ、澪筋の変化等の

河川特性と動植物の生息、生育に必要な流量との関係、および地下水涵養との関

係を把握したうえで決定するものとしている。

（２） 指摘に対する対応状況

 瀬切れは水生動植物が死滅するため、濁水よりも一番環境に悪いと思う。安倍川団地から試験場のあたりが瀬切れの常襲地帯となっており、
水道水の取水場があるため最後にそこで引っ張られて中に入っていってしまう。また牛妻も工業用水と水道水の取水場がある。静岡市民が全
部飲んでしまう。工業用水も水道水も伏流水で、表流水はさわっていないから関係ないというのは行政側としてはおかしい。

指摘内容⑦
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安倍川の渇水状況（平成31年1月25日時点）

河川（瀬切れ）の状況

概要

①安倍川大橋（国１バイパス）付近
（7.0km） （1月24 日）

②南安倍川橋（国道150号）付近
（0.8km） （1月24日）

基本方針策定時（H16.6）公表資料

①動植物の生息または生育
対象魚種は、学識者及び漁協ヒアリングをもとに、アユ、ウグイ、アマゴを選定し、検討箇所は漁

協ヒアリング及び現地踏査から安倍川で３地点、藁科川で２地点を設定し、各検討箇所毎に必要流
量を検討した。

しかし、網状河川であり、澪筋が出水毎に変化する安倍川においては、動植物の生息及び、生育
環境と関連性のある代表性の高い瀬等を設定することが困難な状況にあることから、今後、さらに
調査・検討する。

②観光（景観）
流れが見通せる澪筋を対象に流量規模が異なるフォトモンタージュを作成し、有識者等へのヒアリ

ングを行った。この結果、約７割の人が1/10渇水流量時の景観でも容認できるとの回答を得た。
③流水の清潔の保持

安倍川の現況水質(BOD75%値)は、概ね良好な水質を保持している。
流水の清潔の保持については、水質の推移等を勘案しつつ、流域総合下水道計画の流出負荷量

を基に環境基準値の２倍値を目標水質として検討した。

④舟運：安倍川では必要流量は設定しない。

⑤漁業
安倍川では、水産上アユが重要な資源となっているが、アユ等の水産対象魚種の生息環境を確

保するための必要流量は、「動植物の生息または生育」と同様に今後、さらに調査・検討する。

⑥塩害の防止：安倍川では必要流量は設定しない。

⑦河口閉塞の防止：安倍川では必要流量は設定しない。

⑧河川管理施設の保護：安倍川では必要流量は設定しない。

⑨地下水位の維持
近年、地下水の取水障害は生じていないが、牛妻地点の流量が低減すると安倍川周辺では急激

に地下水位が低下する傾向が見られることから、地下水涵養との関係について、今後、さらに調査・
検討する。

流水の正常な機能を維持するため必要な流量について
（安倍川水系河川整備基本方針の内容）

表 項目別必要流量に関わる公表資料

出典：基本方針策定時（H16.6）公表資料を基に作成渇水対策状況

・H30年10月からH31年1月24日現在までの各月の降雨（戸持観測所）は、それぞれ平

年の約５１%、約２５%、約６８%、約３％と少雨。

・1月13日に静岡大橋付近（河口から約2.8km）で瀬切れを確認。

・1月25日現在の瀬切れの範囲は安倍川大橋付近（河口から約7.0km）から河口まで。

河川パトロールの強化、利水者等関係機関との情報共有を実施。



３. 事業の進捗状況
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 安倍川では昭和54年10月洪水を安全に流下させるため、堤防整備、堤防強化を重点的に進めている。

（１） 治水事業の進捗状況

洪水対策

0.0k

5.0k

9.0k 10.0k

22.0k

20.0k

15.0k

0.0k

南安倍川橋

東名安倍川橋

静岡大橋

駿河大橋
安倍川橋梁

安倍川橋

安西橋

安倍川大橋

狩野橋

 新東名安倍川橋

 曙橋

竜西橋

玉機橋

牧ヶ谷橋

藁科川橋

藁科橋

藁科川橋

富厚里橋

5.0k

静岡県庁

大臣管理区域

大臣管理区域

大臣管理区域

H27山崎地区築堤工事(5.75k右岸付近)

堤防延伸区間

手越

牛妻

凡 例

河道掘削

高水敷整備

堤防整備･堤防強化

危機管理型ハード対策

樹木伐開

支川合流部対策

下川原地区

堤防整備・堤防強化
高水敷整備

手越地区

堤防整備・堤防強化

高水敷整備

中島地区
堤防整備・堤防強化

南安倍～桜町地区
堤防整備・堤防強化

俵沢地区
堤防整備

牛妻地区
堤防整備・堤防強化

門屋地区
堤防整備・堤防強化
高水敷整備

足久保地区

堤防整備・堤防強化
高水敷整備

安倍口地区
堤防整備
高水敷整備

(藁科川)羽鳥地区
堤防強化

山崎地区
堤防整備・堤防強化

慈悲尾地区

堤防整備
高水敷整備

整備済

未整備(整備途中含む)

中島、下川原地区
河道掘削

手越、南安倍～桜町地区
河道掘削

足久保、門屋地区
河道掘削

大門川
支川合流部対策

牧ヶ谷堤
支川合流部対策

久住谷川
支川合流部対策

• 河川整備計画に基づく事業の進捗率は事業費ベースで約58％（平成29年度末時点）となっている。

油山地区
堤防整備・堤防強化

H29安倍川手越河道掘削工事(3.00k付近)
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堤防整備

• 平成30年度末時点（平成31年3月時点）では、堤防必要区間52.1㎞に対し、計画断面堤防区間が75.4％、整備必要区間が24.6％となっ
ている。

• 平成20年3月の河川整備計画策定時から計画断面堤防は約13.4％増加しているものの、堤防が整備されていない区間が24.6％残されて
いることから、今後も引き続き事業を推進し、洪水に対する安全性を確保する。

表 堤防の整備状況（平成30年度末時点）

堤防必要区間延長
（km）

計画断面堤防区間 整備必要区間

延長
（km）

率
（%）

延長
（km）

率
（%）

策定時
52.1

32.3 62.0 19.8 38.0

現況 39.3 75.4 12.8 24.6

（１） 治水事業の進捗状況

H27油山樋管及び築堤護岸工事
(17.50k右岸付近)

H29安倍川安倍口築堤工事
(10.00k右岸付近)
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（３） 緊急対策の実施 ５.今後の予定（参考）平成30年7月豪雨を受けた動き（「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の実施）

 国土交通省では、平成30年7月豪雨を受け、全国の河川において樹木繁茂・土砂堆積及び橋梁等による洪水氾濫の危険箇所等の緊
急点検を行い、流下阻害や局所洗堀等によって洪水氾濫による著しい被害が生ずる等の河川約2,340河川(国：約140河川、都道府
県等：約2200河川)について、樹木伐採・掘削及び橋梁架替等の緊急対策を実施する。

 安倍川においては総合土砂管理計画に基づき、砂利採取と合わせて年間平均20万㎥の河道掘削を行い河積の確保に努めていると
ころではあるが、近年の出水により進捗が思わしくない状況である。

 そのため、「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策」として、河道掘削を前倒して実施している。
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○：LP測量による結果（参考値）

○河積の確保状況（H30安倍川総合土砂管理計画FU作業部会資料より）

年間平均約20m3の掘削
年間平均

約25m3の掘削

確保目標

T18により堆積

３か年の緊急対策として目標との乖離を解消
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河積確保の状況



静岡河川
事務所

●10kp
10kp●

●20kp

25kp●

静岡市

■俵沢堤防補強事業（俵沢地区）
事業着手 H30、完成予定年 R2

たわらざわ

ふくだがや

■安倍川下流部河道掘削事業（下川原・手越地区）
事業着手 H28、完成予定年 R2

てごししもかわはら

（２） 事業中箇所の進捗状況等

 今年度の事業としては、整備計画目標の達成のため、堤防強化事業、河道掘削事業、河岸防護施設整備事業等を実施中。

■藁科川河道掘削事業（羽鳥地区）
事業着手 R1、完成予定年 R2

はとり
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上流部における堤防の高さ・断面不足箇所であり、本地区の整備により整備計画流量を満足に流下させることが可能となる。

築堤標準断面図

H.W.L

5.0m

1
.
8m

（２） 事業中箇所の進捗状況等

俵沢堤防補強事業
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表 堤防整備の進捗率（平成30年度末時点）

整備内容
策定時

堤防整備必要区間延長
(km)

整備完了区間延長
（km）

進捗率

堤防整備 19.8km 7.0km 35%
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・河積不足により整備計画流量を満足に流せないため、河道掘削を行う。

・掘削にあたっては瀬や淵の保全したうえで偏流の要因となる砂州の掘削を行い流下能力の向上を図る。

・砂利採取による河道掘削もしているが、河川管理の観点から砂利採取を規制している保安区間における河道掘削は、河川管理者が実施。

砂利採取規制計画保安区間

（砂利採取を規制する区間）

 道路橋 上下流200m

 鉄道橋 上下流500m

 計画低水路法線より50m

過去の施工において
井戸枯れの実績あり

標準断面図
計画水路法線より

50m 保安区域

計画水路法線より
50m

（２） 事業中箇所の進捗状況等

安倍川下流部河道掘削事業（下川原・手越地区）

安倍川河口部航空写真
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計画河床高より上部を掘削



４. 事業の見通し
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（２） 今後の事業予定

 直近の予定としては、３か年の緊急対策である河道掘削及び堤防整備を鋭意推進。
 俵沢の堤防整備が完成すると、整備計画流量を流下させるための堤防整備は概ね完了するため、今後は侵食対策及び藁科川にお
ける支川との合流点対策に着手予定。

約50m

約500m

Ｈ12.9洪水（侵食の既往最大）

Ｈ27.9洪水

整備メニュー 現在実施中 今後の予定

堤防整備

河道掘削

侵食対策

合流点対策

霞堤開口部、支川合流点対策に係る施行の場所

久住谷川合流点

牧ヶ谷霞堤開口部

大門川合流点
（対策実施済）

砂利採取と合わせた河積確保

巨石付き盛土砂州の試験施工

Ｈ27.9洪水

出 水 に よ る 侵 食 状 況

設計等検討
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（２） 今後の事業予定（河岸防護施設の整備）

 平面二次元河床変動計算により、掘削河道における河床変動状況を把握し、河岸沿いでの洗掘状況等から対策必要箇所を検討
 箇所ごとの特性を踏まえ、対策工法を検討

河岸防護施設の配置計画

河道中央掘削範囲

水衝部で局所洗掘が発生

洪水期間中の最深河床高と計画河床高の差分（長時間型、整備計画目標流量相当）

初期河道：H25.3測量成果に河道中央掘削（ 0k～5k ）を反映した河道

藁科川

6k

0k

16k
No.1

No.2
No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

No.9

No.3

No 必要箇所
左右岸
の別

対策

1 4.00k～4.25k 左右岸 根固め工（狭窄部の固定化された砂州）

2 5.75k～6.25k 左岸 巨石付き盛土砂州（砂州形成による水衝部）

3 6.50k～7.25k 右岸 巨石付き盛土砂州（砂州形成による水衝部）

4 7.50k～8.50k 左岸 巨石付き盛土砂州（砂州形成による水衝部）

5 8.00k～8.50k 右岸 巨石付き盛土砂州（砂州形成による水衝部）

6 10.75k～11.75k 左岸 水制工（経年的に固定）

7 12.00k～12.75k 右岸 水制工（経年的に固定）

8 13.25k～13.75k 左岸 水制工（経年的に固定）

9 16.0k～16.2kk 右岸 水制工（経年的に固定）

手越【平成13年9月】
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実績流域平均雨量

実績流量

平均年最大流量規模に引き伸ばし

整備計画目標流量規模に引き伸ばし

平成23年出水規模相当に引き伸ばし

平均年最大流量　1,750m
3
/s

洪水継続時間が長く、河床変動への影響が大
きい長時間型（H13.9型）波形を整備計画流量
相当まで引き延ばした波形により計算を実施

令和元年度台風第１９号による被災箇所
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各施設の概要

施設配置案

工法 効果 想定される影響

根固工 洗掘防止効果 下流部の洗掘・侵食を助長

水制工
水はね効果
河岸防護効果

対岸への影響

巨石付き盛土砂州
水はね効果（やわらかに流れを制御）
河岸防護効果

変形を許容した構造であるため、洪水後の変化を継続
的にモニタリング

水制工

巨石付き盛土砂州：目指すみお筋となるよう、砂州頂部を巨石により防護した盛土を設置し、主流を滑らかに河道中央に誘導する対策工

根固工

安倍川左岸８ｋ（試験施工）
出典：治水と環境の調和した新たな河岸防護技術の手引き

巨石付き盛土砂州
澪筋を河道中央に
寄せる

安倍川右岸８．５ｋ（試験施工）

（２） 今後の事業予定（河岸防護施設の整備）
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5.0k

9.0k

0.0k
牧ヶ谷橋

藁科川橋

藁科橋

藁科川橋

富厚里橋

大臣管理区
域

 藁科川には、河岸防護施設として土出し水制、ブロック水制、ポスト水制が設置されている。
 水衝部での局所洗掘により水制が被災しており、藁科川の護岸整備状況を整理し、侵食対策を検討する必要があると考えている。

• 水衝部において洗掘が進行し、ポスト水制が一連区間で傾倒、
損傷し、押さえブロックも流失している。

• 既設連節ブロックは撤去し、石張り護岸、根固め工、根固め
水制による復旧を行う予定である。

藁科川の河岸防護 近年の被災状況

ポスト水制の被災状況（7.0k付近）

藁科川

完成イメージ

ポスト水制が洗掘を受け傾倒・損傷

ポスト水制土出し水制

• 藁科川は本川と異なり堤間幅が狭いため、高水敷を設置せず、
水制で河岸を防護することとしている。

• 古来より土出し水制が設置されてきたほか、ブロック水制、
ポスト水制による河岸防護施設が設置されている。

凡 例

土出し水制
改良合掌枠
ポスト水制
石張水制
異形ブロック水制

（参考） 藁科川の被災事例
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５. 今後の進め方
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（２） 安倍川水系流域委員会 今後のスケジュール

 河川整備計画内容の点検の実施は、毎年審議
 事業の再評価の審議は、５年以内に１度の審議、事後評価の審議は、完成後５年以内の審議

①河川整備計
画内容の点検

の実施

②事業の
計画段階評価、

再評価、
事後評価
の審議

安倍川直轄河川
改修事業

委嘱期間（３年）

Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

計画内容の点検の実施
①流域の社会情勢の変化や地域の意向、新たな視点

②河川整備の進捗状況や進捗の見通し

※計画内容の点検において、変更が必要との意見があった場合、当該意見を最大限尊重し
つつ、中部地方整備局長が変更の必要性を判断し、委員会にて審議する。

※今回
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